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I はじめに
一般に、体育授業のねらいとして、「体力・健康の維持・増進j、「身体への気づき」4）、「運動
（スポーツ）文化の継承 ・発展J刷 2）などが主張されている。「体力 ・健康の維持・増進jは、人
聞の根本的な「生きる」ための基礎体力や行動体力などを向上し、健康の維持 ・増進すること
を体育の目的とするものである。「身体への気づきjは、自分の身体の調子や状態を知り、そ
れをコントロールし、 自分の意のままに動かすことのできる身体の形成を目的とする。「運動
（スポーツ）文化の継承 ・発展」では、人類が長い歴史の中で創造 ・発展 ・継承させてきた
様々な運動 （スポーツ）文化を享受するための技術習得を中心に据え、それらを通して生涯学
習へと発展するための基礎学力の形成を目的とする。
筆者は、 「運動（スポーツ）文化の継承・発展JI2）という立場を中心に据えて体育授業を展開
していることは前稿において報告しだい。「運動（スポーツ）文化の継承 ・発展」とは、人類
が創造 ・発展 ・継承してきた様々なスポーツ文化の特質を体育の授業によって学習者へ伝え、
生徒がそれらのスポーツ文化の担い手として享受できる基礎学力の形成を体育授業の中心的な
目標とする考えである。そのことが生徒が将来、自主的に各自の生活の一部にそれらのスポー
ツ文化を位置づけることができ、 生涯学習への発展の基礎となると考えるからである。
「運動（スポーツ）文化Jはルールや施設、技術、組織などといった要素から構成され
る九この「運動 （スポーツ）文化」が様々な改善を伴いながらも、現在まで継承されている
のは、それらに何らかの「文化的価値」があるからである。文化的価値とは、人聞にとっての
自己向上性や自己充足性や発達性・ 変化可能性といった 「魅力」である。それらはその運動
（スポーツ）文化の独自の 「おも しろさ」で、その運動文化を発達 ・変化させる原動力となる
ものであり、運動（スポーツ）文化の「本質的価値Jと考えている。 この 「本質的価値」を確
実に学習者へ伝え、それを認識することを しなければ、学習者はその運動（スポー ツ）文化の
面白さ、楽しさを感じることができない。その魅力や楽しさを感じるこ とができなければ、そ
の運動（スポ ツー） 文化を自主的に学校教育以外の場面で積極的に取り組もうとはしない。し
たがって、生涯学習に発展することがなくなってしまう。学校教育を生涯学習へ発展するため
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の基本的な準備と考え、多様な生涯学習へ発展する可能性を保証するためには、その運動 （ス
ポーツ）文化の「本質的価値Jをしっかりと学習者へ伝える必要がある。「本質的価値」を理
解するためには基本的には、「技術習得」がその中心となることは、 前稿で述べたとおりであ
る。
そのような体育授業を実践するための具体的な方法論として、筆者は高村泰雄の教授学によ
る科学的授業研究の方法を基礎と して考えているヘ 本論においては、高村泰雄の科学的授業
研究の教授理論に基づき、体育授業における科学的授業研究のための方法論を述べることを目
的とする。
Il 高村泰雄に基づく体育授業研究方法論
高村は、［授業書方式」による授業方法を提起し、科学的な授業研究の方法論を提唱してい
る8）。 図lは教授過程の基本構造を高村が示したものである。「現代科学空間」とは、「科学的知
識を蓄積し体系化して現代科学の構造を形成」している空間である。つまり、科学や文化など
の最先端の技術や知識を研究 ・開発 ・蓄積している空間であり、スポーツで例えるならば、各
スポーツ文化におけるオリンピックや世界選手権大会 ・ワールドカ ップなどにおいて最先端の
技術や戦術が実践され、研究 ・開発されている空間である。また、研究者らによって、それら
の技術 ・戦術が客観的に研究、構造化されている空間でもある。
「対象反映的過程」とは、「まだ認識されていない 『物自体Jが、認識された 『われわれに
対する物Jに転化する過程」をあらわしている。すなわち、各個人が様々な外界の対象物や法
則を認識していく過程であり、スポーツで例えるならば、各個人がスポーツ技術を認識・ 習得
歴史的 －社会的過程
対象反映的
過程
科学的認識過程空間
現代科学空間
図1 高村泰雄による教授過程の基本構造
（高村泰雄編著 『物理教授法の研究授業書方式による学
習指導法の改善 ］、北海道大学図書刊行会、1987年より）
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していく過程である。例えば、 バレーボールのスパイクを打つ際に、ジャンプするタイミング
やボーjレを打つ場所・コースなどを学習過程の中で考えながら、認識・ 習得していく過程であ
る。この過程は決して 「受動的な過程で、はなくj、学習者自身が主体的に行なう 「能動的な過
程」であり、「実践・認識 ・再実践 ・再認識」 といった無限の螺旋的な過程の中で深まってい
く。
また、認識活動は単に個人において行なわれるだけではなく、「歴史的・ 社会的過程」とし
て行われる。この過程には2つの相がある。「前の世代から蓄積された経験や知識を受け継
ぎ、さらにこれを加工 ・訂正し、新しい認識の成果もつけ加えて次の世代へと送り伝える」と
いった過去・現在 ・未来へとつながる 「歴史的・時間的な相jが第 lの相である。現在行なわ
れている最先端のスポーツ技術や戦術は、これまでの歴史的な過程のなかで、先人達が工夫
し、改良してきたなかで発展してきたものである。それらをさらに加工し、未来へと伝えてい
く事により、そのスポーツ技術・戦術がさらに発展していくのである。ジャ ンプ競技における
スキーをV字型にして飛ぶ「V字飛行」は現在では常識的な技法となっており、ジャンプを行
う者ならば皆、この 「V字飛行Jの技術を学習する。昔の技術であるスキーを平行のままで飛
ぼうとする選手はほとんどいない。そして、このV字飛行を現在行っている選手達がさらにこ
の技術を改良 ・発展させていき、 新しい技術が開発されるのである。その新しく 開発された技
術は当然、その開発した選手の努力によるところが大きいのであるが、V字飛行を開発した先
人達の成果があったからこそ、次の新たな技術を開発することができたのである。このような
歴史的 ・時間的な相のなかで認識や技術が 「媒介 ・伝達 ・継承」されていく。
「歴史的 ・社会的過程」の第2相は同じ現代の者同士が認識や技術 ・戦術を共有することで
ある。つまり、同じ世代に生きる者同士が、認識や技術を相互に伝え合い・共有し ・批判し合
いながら、認識や技術を深めていく相であり「社会的 ・空間的な相」といえる。 スポー ツでい
うならば、同じ世代に生きる者同士が、 競技会などにおいて競い合い、スポ ツー技術を追求
し、それらを相互に競い合う過程で技術を習得・発展させていく過程である。 サッカーのゲー
ムにおいて、相手チームと対戦し、相手チームの戦術を研究し、それを打ち破るための新しい
戦術を追求していく過程などにより スポーツ技術 ・戦術が発展していく。また、器械体操競技
において、相手の選手の優れた技を観察 ・研究することによって、互いに技術を深めていくこ
とができるのである。
「科学教育空間」とは、科学的な授業を構成する空間である。「現代科学空間」の 「現代科
学の構造Jの中から、対象とする授業で教えるべき内容を 「教育内容Jとして抽出する。それ
は、 「現代科学のもっとも一般的な ・基本的概念や法則をもって構成されなければならない」
と高村はいう。客観的に多数存在する多くのスポーツの技術の中から、学校教育において指導
すべき内容が抽出される。サッ カー授業において、サッカーでは、「速攻」や「ラインデイフ
ェンス」、「プレス」など多くの戦術や個別技術があるがその中の「何を教えるべきかを」抽出
する。これらの教育内容は、まずもって、その抽出された内容は当然、 学習者が、これから行
なう授業において認識 ・習得可能と考えられるものを抽出する必要がある。授業において、学
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習者が認識 ・習得不可能な内容は教育内容としては抽出することができない。 高村は、「教育内
容は、現代科学の構造のすべてをおおいつくしてはいない」、「教育内容の構造は現代科学の一
般的 ・基本的概念のなかから、授業過程のなかですべての生徒に教えることが可能であるとい
う検証を経たもののみによって構成される」としている。また、現代科学の構造は、公理的ま
たは論理的順序、および歴史的発展の順序などを原理として構成されているが、教育内容の構
造は、それらとは異なった 「すべての生徒に理解可能な順序 （＝認識過程の法則性）Jとでも
いうべき構成原理によって、構成されている点も重要な点である。また抽出された教育内容
は、 学習者に習得させるための具体的な手続き ・方法と結びついて初めて教育内容として成立
するのである。
「教育内容jを学習者に確実に習得させるための具体的な方法を含むものとして 「教材の構
造 ・教授過程」が構成される九 ここでは、教育内容を学習者に確実に認識 ・習得させるため
の具体的な学習方法や順序内容 ・示範方法 ・回数 ・隊形などが構成される。これらが 「ひとま
とまりのものと して生徒の認識活動の直接的な対象Jとなる。バスケットボールで例えるなら
ば、ゲームにおける「空いたスペースの認識とそこへの走りこみjということを教育内容とし
て抽出した場合、それらを学習者に認識 ・習得させるための具体的な「教材」として、「2対
lでのパスからのシュー ト」があげられる。2名がオフェンス （攻撃）を行い、 l名がデイフ
ェンス （防御）を行う。オフェンスl名がボールをキープし、デイフェンスがガードしてきた
ら、もう一人のオフェンスは、味方オフェンスからみて相手デイフェンスの 「影jとならない
空いたスペースへ移動する。そして、フリーになったところでボー ルをもらう。このようにし
て空いているスペースを認識し、そこへ走り こみ、シュートまで行なうという教材が構成され
る。また、ここにおいて、学習集団をどのよう にグループ化し、どのよ うな隊形で指導を行な
うか、学習回数、説明方法、示範方法といった 「教授過程」が構成される。
そして、これらの「教材の構造 ・教授過程」を「教授プログラムとして客観的な形式で提示
したもの」 が 「授業書」である。「授業書」とは、「仮説実験授業のなかではじめて使われたも
ので、それは一種の指導案 ・教科書 ・ノート兼用の印刷物であり、授業の進行について具体的
な指示を与え、その指示どおり に授業を展開することを要求するものjである。「授業書」と
は単に、 授業の進行を示す解説書のようなものではない。高村は、「科学上の基本的な概念や
法則を認識していく過程には、個々の教師やクラスの特性にはよ らない客観的な法則性があ
り」、 「授業書jにその法則性が内在されているということである。したがって、授業書にとっ
て本質的なことは、 単に授業の進行や方法が記述されているだけではなく、授業書に、学習者
の認識過程や技術習得の客観的な法則性の仮説が内在しているという点である。例えば、バレ
ーボー ルのアンダーハンドパス技術指導に関する授業書を作成した場合、授業書には、アンダ
ーハンドパスを学習者が習得していく順序や法則性の理論がそこに含まれているということで
ある。そしてその授業書が検証され、そこに含まれる技術認識や習得方法の理論仮説が検証さ
れた場合、その理論は他のスポ ツー文化の技術・ 戦術の習得の理論と して応用することができ
るのである。例えば、久世のラグビーフッ トボー ル指導の教材の構成理論である「攻防の相互
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作用」の理論5）は、バレーボールやその他の多く の攻防型のゲームに応用することができる。
作成された授業書を媒介と して、学習者の認識活動が展開される。ここにおいても、学習者
の個人的な認識をわがものとしていく過程と、 学習集団聞での認識を共有していく側面が存在
する。すなわち、体育授業においては、自分自身がスポーツ技術を認識・習得していく側面が
対象反映的過程である。そして、必ず学習集団の中で、技術を習得していくのである。学習集
団においては、必ず、技能の上手・下手なものが混在している。そこで、この技能差を 「歴史
的・時間的Jな発展系統の中で考え、上手な生徒は下手な生徒から見れば、「未来の私」であ
り、下手な生徒は上手な生徒からみると「過去の私」にあたる九したがって、上手な生徒
は、下手な生徒にとっての目標であり、これから目指すものである。また、上手な生徒にも必
ず下手な時代があったのであり、そこからどのよっ に上達したかを、 アドバイスすることによ
って、自分の歩んできた道のりを客観化することができるのである。このように技能差をとら
えることによって学習集団間の技能差を「歴史的・ 時間的」な相に位置づけることができる。
また、同じ集団において、同じ技能レベルの者同士が、互いの上達の様子や問題点などを観察
し合うことによって、自分の技術を客観化したり、上達方法を認識することができる。すなわ
ち、「社会的過程」である。
このような授業書方式による評価手順は高村に基づく ならば以下のようになる。
( 1 ）授業が授業書の指示したとおりに進行したかどうかを評価する。そのためには、毎時間
ごとの全授業記録をとり、それを分析する。体育授業においては、ビデオ撮影すること
が最も有効である。
( 2 ）授業書による授業が終わった後で、適切な評価問題により、授業書の目標に対する達成
度を評価する。高村は小学校段階においては、 全学習者が80～90%以上の達成度を合格
の基準としている。
( 3）授業書による授業が終わった後で生徒の感想文を分析し、 その授業がクラスの過半数か
ら歓迎されているかを評価する。
以上のよ うな手順を踏んで、以下の事柄について評価する。
( 1 ）授業目標設定が妥当であったかどうか。
( 2）授業書に含まれる 「教材構成の論理」と 「学習者の認識 ・習得の順序の法則性jを検証
する必要がある。授業記録よ り、 学習者の「わかり方」「でき方」の論理を探り、授業書
がそれに対応していたかを評価する。
以上のように高村の教授理論を基礎として、体育における科学的な授業研究方法の手順を
以下のよう提唱する。
( 1 ）教えようとする運動 （スポーツ）文化の技術 ・戦術 ・ルールなどの客観的構造を把握す
る（図2参照）。
( 2）その構造の中から、授業対象 ・授業時間に応じた「教育内容」を抽出する。ここでは、
具体的に指導する内容であり、知識や技術などをさす（図3参照）。
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図2 ソフトボールの戦術・技術構造 （王潔）13) 
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48 竹出： 生涯学習へ発展する体育授業の試み（2) 
( 3 ）抽出した教育内容を学習者に確実に認識・習得させるための「教材の構造・ 教授過程」
を構成する（図4参照）。 ここでは、「すべての学習者が認識・習得可能な順序jによっ
て構成される。
( 4 ）「教材の構造・教授過程Jを客観的に示した教授プログラムである 「授業書jを作成す
る。
( 5）適切な評価方法によ り評価を行なう。評価の手順は、
・授業が授業書の指示するとおり に進行したかどうか0
．適切な評価問題により学習者の到達度を評価する。
－学習者の感想文を検討し、学習者の側からの意見や感想、を参考とする。
これらの評価をもとに、 授業書に含まれる理論仮説、すなわち、目標 ・内容・ 教材の構
成・評価方法を評価し、授業書の問題点・ 修正点があれば、修正する。
E おわりに
本論は高村泰雄の教授学における科学的な授業の研究方法に基づき、体育授業の科学的な授
業研究方法論を述べた。これらの方法論は北海道大学教育学部体育方法ゼミの井芹武二郎教
授、進藤省次郎助教授らの指導にも とづき、実践されているものであり、多くの卒業論文、 修
士論文としてその成果が蓄積されている川川｝ω。今後は、具体的な個別のスポーツ文化を取り
上げた実証的研究を報告していく予定である。
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